
児

童

丈

学

今

昔

ー

児
童
観

・
児
童
像
の
変
遷
に
つ
い
て

昨
夏
、
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館

の
主
催

で
、

鈴
木
三
重
吉
没
後
五
十
周
年
記
念

の

『
赤

い
鳥
』

展
が

一
ヵ
月
余

に
わ
た

っ
て
同
館

で

開

催

さ

れ

た
。
日
本

の
近
代
児
童
文
学

の
歴
史
が
雑
誌

『
赤

い
鳥
』

に
始
ま

る
こ
と

は
歴
史

の
事
実

で
、

こ
の

展
覧
会

の
実
行
委
員

の

一
人
を
依
嘱
さ
れ
た
私
は

『
赤

い
鳥
』

の
作
家
画
家

の
作
品

の
主
な
も

の
を

読
返
t
見
返
し

て
、
そ

の
歴
史

の
重
味

を
改

め

て

思

っ
た

こ
と

で
あ
る
。

『
赤

い
鳥
』
創
刊

の
大
正
七
年
は
、

日
本
で
初

め
て
自
由

・
民
主

の
思
想

の
波
が
高
ま

っ
た
大
正

デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
期

で
あ
り
、
封
建

遺
制

の
残

る
近
代
旧
本

で

〃
子
ど
も

に
は
大
人
と
異
る
子
ど

も
独
自

の
精

神
生
活

の
領
域
が

あ

る
〃
と

い

う

関

英

雄

「
子
ど
も

の
発
見
」

(
そ
れ
は
子
ど
も
の
人
権

へ

の
自
覚

で
も
あ

っ
た
。
)
が
な
さ
れ
た
時

代

で

あ

る
。

こ
の
認
識
か
ら
三
重
吉

は
新

し

い
童
話

・
童

謡

の
創
作
を

め
ざ
す
雑
誌

『赤

い
鳥

』

(大

正
七

～
昭
和

四
。
第

二
次

・
昭
和
六
～
十

一
)
を
出
発

さ
せ
た
が
、
子
ど
も

の
発
見
は
日
本

で
は
当
時

の

作

家

・
詩
人
た
ち

に
よ
る

「
童
心
」

の
発
見

と
し

て
と
ら
え
ら
れ
た
。

『赤

い
鳥
』
を
始
め
、

後
続

の

『
金

の
星
』

『
童
話
』
な
ど
当
時

の
童
話

童
謡

雑
誌

に
拠
る
北
原
白
秋
、

西
条
八
十
、

野

口
雨
情

ら

の
創
作
童
謡
、
小
川
未

明
、
千
葉
省
三
、
雑
誌

『
良
友
』

に
拠

っ
た
浜
田
広
介
ら

の
創
作

童
話
に

代
表
さ
れ

る

「
童
心
主
義
文
学
」

の
潮
流
は
大
正

後
半

の
新
児
童
文
学

の
主
潮
と
な

っ
た
。

「
童
心
主
義
」

の
本
来

は
子
ど
も

の

発

見

に

即
し
た
子
ど
も

の
内
面

の
自
由
解
放

の
思
想

で
あ

る
。
北
原
白
秋
は

エ
ッ
セ
ー

「
童
謡
私
観
」

(
大

正
十

二
)

の
中

で

「
童
謡
は
童
心
童
語

の
歌
謡

で

あ
る
。
」
と
定

義
し
て

い
る
。
こ
れ
が
子
ど
も

の
立

場

に
立

っ
て
子
ど
も

の
喜
び
や
哀
し

み
を
外
に
向

か

っ
て
解
放
す
る
歌

の
意

で
あ
る

こ
と
は
、

「
お

祭
」

「
子
供

の
村
」
な
ど
子
ど
も

の
集
団
的

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
明
る
く
昂
揚
し
た
リ
ズ

ム
で
謳

っ
た
白

秋
童
謡
を
見
れ
ば
わ
か
る
。
「赤

い
蝋
燭
と
人
魚
」

な
ど

の
童
話

で
知
ら
れ
る
小
川
未
明

は
、

エ
ッ
セ

ー

「
子
供
は
虐
待

に
黙
従
す
」
(
大
正
十
五
)
で
、

子
ど
も

の
人
権

無
視

の
大
人

の
社
会
を
怒
り
、
無

力
な
子
ど
も

の
代
弁
者
と
し
て
童
話
を
書
く

と
書

い
た
。
千
葉
省
三

の
出
世
作
童
話

「
虎

ち

ゃ
ん
の

目
記
」
(
大
正
十
四
)
は
、

子
ど
も

の
内
が
わ
か
ら

農

村

の
精

彩
あ
る
子
ど
も
群
像

を
描
き
、
生

き
た

子
ど
も
の
典
型
を
生
み
出

し
た
。

日
本
近
代
児
童
文
学

の
成
果

を
示
す
童
心
主
義

文
学

の
代

表
的
作

品
は
今

に
読

み
継
が
れ
て
き
て

い
る
が
、
「
童
心
主
義

」
の
語

は
現
代

で
は
多
く
否

定

的

に
使
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
が

一
理
あ
る

の
は
、

童
心

(
主
義
)
文
学
は
童
心
讃
美

の
あ
ま
り

「
大

人

の
世
界

は
色
と
欲

の
濁

っ
た
世
界

で
あ
り
、
子
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ど
も

の
純
真
素
朴
な
魂

こ
そ
大
人

の
心

の
ふ
る
さ

と
で
あ

る
。
大
人

は
子
ど
も

に
還
れ

。」
と
い
う
、

童

心
至
上

主
義

に
陥
入

り
、

〃
子
ど
も

こ
そ
大

人

の
父
"
と

す
る
倒
錯

し
た
児
童
観

に
短
期
間

の
う

ち
に
堕
ち

て
行

っ
た
か
ら
で
あ

る
。
む

ろ
ん
童

心

派

の
作
家
詩
人

た
ち
が

み
な
そ
う
な

っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
。
子
ど
も

を
社
会

か
ら
隔
離

す
る

こ
の
童

心
主
義
亜
流

の
児
童
観

は
、
昭
和
初
期

に

抬
頭

し
た
プ

巨
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学

の
理
論

に
打

破
さ
れ

た
。
童

心
文
学

の

〃
子
ど
も

は
天
使
"

と

す
る
児
童
観

を
批
判

し
て
、
貧
富

の
対
立
す

る
社

会

で
子
ど
も

は
大
人

と
共
存

し
て
お
り
、
親

の
貧

困

は
た
だ

ち
に
子
ど
も

に
影
響
す

る
、
子
ど
も

は

天
使

で
は
居
ら
れ
な
い
と
主
張

し
、
社
会
主
義
的

児
童
観

を
唱

え
た
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学
も
、

作
品

は
政
治

主
義
的
偏
向

に
よ

っ
て
あ

ま
り
稔

ら

ず
、
弾
圧

に
よ

っ
て
短
期
間

に
姿

を
消

し
た
。

日
中
戦
争

か
ら
太
平
洋
戦
争

に
至
る
時
代

は
、

権
力

に
よ

っ
て
社
会

主
義
も
自
由

主
義

も
禁
圧

さ

れ
、

「
児
童
」

の
語

は
人
類

主
義
的

で
あ

る
と
し

て
、
国

の
子

を
強
調

す
る

「
少
国
罠
」

の
語

に
変

え
ら
れ
た
。
児
童
文
学

は

「
少
国
民
文
学
」

と
呼

ぽ

れ
た
。
皇
国

史
観

に
よ

っ
て
楠

正
行
な
ど
が
少

年

の
理
想
像

と
さ
れ

た
。

「
欲

し
が

り
ま
せ
ん
勝

つ
ま
で
は
」

と
い
う
流
布

し
た
標
語
が
示
す

よ
う

に
、
子
ど
も

の
子
ど
も
ら

し
い
心
情

は
否
定
さ
れ
、

子
ど
も

は
封
建
時
代

の
武

士
の
子
同
様
、
戦
力

の

単
位

と
し
て
の

〃
小
さ

い
大
人
"
扱

い
さ
れ
た
。

そ
う

い
う
児
童
観

に
基
く
戦
争
讃
美

の
詩
や
物
語

が

い
わ
ゆ

る

「
少
国
曷
文
学
」

の
中
身

の
大
半
だ

っ
た
。
そ

こ
に
文
学

の
稔
り

は
な

か

っ
た
。

戦
後

の
自
由
な
児
童
文
学

は
童
話
と
小
説

に
多

く

の
稔
り
を
生

ん
だ
が
、
例
を
あ
げ
れ
ば
松
谷
み

よ
子

「
ち

い
さ

い
モ
モ
ち

ゃ
ん
」
(
昭
和
三
九
)
の

幼
女
像
、
長
崎
源
之
助

の
長
編

「向

こ
う
横
町

の

お
い
な
り
さ

ん
」
(
昭
和
五
〇
)
の
自
然
発
生
的
な

遊

び
の

エ
ネ
ル
ギ

ー
の
中

で
と
ら
え
ら
れ
た
子
ど

も
群
像
、
ま
た
大
石
真

の
童
話

に
描

か
れ
る
健
康

な
夢

み
る
子
た

ち
の
像

は
、
「
子
ど
も

の
発
見
」
以

来

の
童

心
文
学

の
プ

ラ
ス
面
を
継
承
し

て
い
る
。

ま

た
、
山
中
恒

の
長
編

「
赤
毛

の
ポ

チ
」
(昭
和
三

五
)

の
炭
坑
長
屋

の
闘
う
少
女
像
始

め
、
社
会
派

リ
ア
リ
ズ

ム
の
流
れ

に
立

つ
作
家

た
ち

の
描
く
子

ど
も
像

は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
児
童
文
学

の

〃
親

の

貧
困

を
子
ど
も
も
背
負
う
"
社
会
的
存
在
と
し

て

の
児
童
像

を
発
展
的

に
受
け
継

い
で
き

た
。

け
れ
ど
も

こ
こ
十
年

ほ
ど

の
高
度
経
済
成
長
以

後

の
社
会

の
変
化

を
背
景

に
、
児
童
文
学
作
品

に

は
こ
れ

ま
で
に
な

い
新
た
な
児
童
像
が
登
場
す
る

よ

う
に
な

っ
た
。
情
報
化
社
会

に
な

っ
て
テ
レ
ビ

そ

の
他

で
子
ど
も
が
大
人
と
情
報
を
共
有

す
る
よ

う

に
な
り
、
日
常

の
会
話
を
始

め
、
子
ど
も
ら
し
か

ら

ぬ

〃
小
さ
な
大
人
"
的
言
動
を
す
る
子
ど
も
た

ち

は
、
す

で
に
こ
こ
十
年
近
く

の
児
童
文
学

に
多

く
登
場
し

て
き

て
い
る
。
が
、
そ
れ
ら
は
多
く
擬

似
大
人

で
、
彼
ら

の
大
人

っ
ぽ
さ
は
そ

の
表
層

部

分

に
す
ぎ
な

い
。
原

の
ぶ

こ
の
長
編

「冬

の
歌
」

(
昭
和
五
九
)

の
、
サ

ラ
金
苦

に
あ
え
ぐ
破
産

家

庭

の
母
を
助
け
る
小
学

六
年

の
少
女
主
人
公
が
大

入

び

て
い
る
の
は
、
生
活
が
彼
女
を
大
人
に
し
た

と

い
え
る
が
、
森

忠
明

の
短
編
集

「少
年
時
代

の

画
集
」
(
佳
作

・昭
和
六
〇

)
は
小
学

六
年
の

「
お

れ
」

「
ぼ
く
」
と

い
う

一
人
称

の
少

年
主
人
公
の

中

に
育
ち

つ
つ
あ
る

〃
大
人

の
目
"
を
描

い
て

い

る
。
物
語
を
紹
介
す
る
紙
数
が
な

い
が
、
彼

は
そ

の
目

で
親

で
も
教
師

で
も
識
別
し

て
批
判

し
、
大

人
と
対
等

に
生
き

て
行

こ
う
と
す
る
。
童
心
文
学

以
来

の
子
ど
も

の
子
ど
も
ら
し
さ
は

こ
こ
に
は
な

い
。

こ
の

「
大
人
子
ど
も
」
が
現
代

の
先
端
的
児

童
像
な

の
か
ど
う

か
は
、
今
し
ば
ら
く
時

の
推
移

を
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
だ
ろ
う
。

(
一
九
入
七

・
一
月
)
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